


該当パターン 考 え 方

（１）
やむを得ない
場合

パターン②

●緊急やむを得ない場合については、厚生労働省のＱ＆Ａに示され
ている。（H15.5.30 介護保険最新情報 vol.151）
●その他、主治医等の判断により、やむを得ない理由と認められる
場合は、「中抜き」算定が可能と考える。

（２）
上記（１）以外
の場合

パターン①
●サービス提供中に必要となるやむを得ない理由がない限り、その
時点で終了となる。

（３）
パターン③

【※1】

●通所介護の従業者が立会い、見守り等を行ったうえで、機能訓練
の一環として、事業所が招へいした有資格者に依頼するのであれ
ば、通所介護サービスの一部と考える。

【※1】利用者から別料金を徴収する場合は、パターン①に該当する。

（４） パターン③
●通所介護サービスの一部と考えるが、通所介護の従業者が立会
い、見守り等を行うことが求められる。

（５） パターン②

●厚生労働省のＱ＆Ａに示されている。（H14.5.14 介護保険最新情
報Vol.127）
●「介護保険サービスと保険外サービスを組み合わせて提供する場
合の取り扱いについて」に示されている。（H30.9.28 介護保険最新情
報Vol.678）

（６）
やむを得ない
場合

パターン②

●サービス提供中に体調を崩したが、通所介護事業所の静養室に空
きがなかった等、やむを得ない理由と認められる場合は、「中抜き」算
定が可能と考えるが、その状況及び理由、自室へ戻っていた時間等
について、サービスの提供記録に明記しておく必要がある。

（７）
上記（６）以外
の場合

パターン①
●特段の理由なく、自室へ戻った時点で、当日の通所介護サービス
は終了となる。

（８） パターン②

●モニタリング自体は、通所介護サービスとは別の「その他の行為」
であるが、利用者が実際にサービスを受けている状況を観察すること
等も、モニタリングにおいては必要となるため、やむを得ない理由と
考える。

（９）
パターン①

【※2】

●サービス提供中に行うことについて、やむを得ない理由は考え難
い。

【※2】関係者の時間的な都合等により、やむを得ず、サービス提供
中に行わざるを得ない場合は、パターン②に該当する。

（１０）
パターン①

【※3】

●サービス提供中に行うことについて、やむを得ない理由は考え難
い。

【※3】関係者の時間的な都合等により、やむを得ず、サービス提供
中に行わざるを得ない場合は、パターン②に該当する。

（１１） パターン②
●「介護保険サービスと保険外サービスを組み合わせて提供する場
合の取り扱いについて」に示されている。（H30.9.28 介護保険最新情
報Vol.678）

（１２） パターン②
●「介護保険サービスと保険外サービスを組み合わせて提供する場
合の取り扱いについて」に示されている。（H30.9.28 介護保険最新情
報Vol.678）

（１３） パターン②
●「介護保険サービスと保険外サービスを組み合わせて提供する場
合の取り扱いについて」に示されている。（H30.9.28 介護保険最新情
報Vol.678）

（１４） パターン②
●「介護保険サービスと保険外サービスを組み合わせて提供する場
合の取り扱いについて」に示されている。（H30.9.28 介護保険最新情
報Vol.678）

居宅介護支援事業所の介護支援
専門員によるモニタリング

居宅介護支援事業所のサービス
担当者会議

買い物等代行サービス

保険者（市町等）の要介護認定
調査

巡回健診等（健康診断、予防接種
若しくは採血）

利用者個人の希望により行う
同行支援

物販・移動販売やレンタルサービ
ス

併設の有料老人
ホーム（又は
サ高住）の自室
へ戻る行為

その他の行為等の事例

医療機関での
受診

外部のあん摩マッサージ指圧師
等によるマッサージ等

外部の講師等による健康指導、
健康相談等

理美容サービス


